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1200年前後の ドナウ河流域におけ る文学事情
パ ッサ ウ司教区を中心に
松　村　國　隆
要　 旨
　 ドイツ語文化圏では1200年前後、つま り1190年から1210年までの20年間は、文学史上まれに見
る豊穣な時期であった。これは、18世紀から19世紀にかけてゲーテ、シラーを中心 とした ドイツ
文学の隆盛期に匹敵する。ちょうどその頃に、 ドナウ河流域では英雄叙事詩rニ ーベルンゲンの
歌』が誕生 し、恋愛歌謡 「ミンネザング」のすぐれた歌人たちが輩出している。 この文学現象を
語る場合、パ ッサ ウ司教の宮廷 とバーベンベルク家のウィーン宮廷の存在を無視することはでき
ない。 しか しながら、その実態については必ずしも十分に解明されているわけではない。本論文
では、『ニーベルンゲンの歌』および歌人 ヴァルター ・フォン ・デ ァ・フォーゲルヴァイデ等の
歌謡テクス トの解読を通 じて、また歌人たちと彼らのパ トロンであったパッサウ司教やバーベン
ベルク家のオース トリア公 との関係を通 じて、当時の ドナウ河流域における文学事情を明らかに
したい。
キ ー ワ ー ド　 パ ッサ ウ、 ウ ィー ン、 ドナ ウ河 、rニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』、
　 　 　 　 　 　 ヴ ァル タ ー ・フ ォ ン ・デ ァ ・フ ォ ー ゲル ヴ ァイ デ
1　は じめに
　永 ら く待 ち望 まれていた 『オース トリア文学史』(全7巻)の 第1巻 が刊行 された のは1994
年1)、それか らすでに10数年 が経過 してい るが、完結 までになお しば ら くの歳月を要 す るであ
ろ う。第1巻 の著者フ リッツ ・ペ ーター ・クナ ップは ウ ィーン大学の 出身で、同大学で古代 ・
中世部門の研究者 と して 出発 し、新たに誕生 したパ ッサ ウ大学に迎え られ、 さらにキ ール大学
で教鞭を とったあ と、現在は ハイ デルベル ク大学中世部門の正教授 と して活躍 してい る ドイ ツ
中世文学研究の第一人者であ る。彼の基本姿勢は一貫 して、従来の オース トリア文学史を批判
的に継承す ることに よってその再構築を 目指す とともに、中世文学では と くに欠かす ことので
きな い聴衆 の介在 を重要 視す るこ とであ った。2)この基本姿勢 は、今回の文学史記述 について
も当て嵌 まる。 まず注 目すべ きは、本書の表題にパ ッサ ウ、ザル ツブル ク、 ブ リクセ ン、 トリ
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エ ン トの各司教区が登場 してい ることであ ろ う。そ して最初 と最後の見開 き頁には、10世紀 と
1250年頃の各司教区、司教座、所領、修道院の所在地を示 した地図が掲げ られてい る。 さらに
注 目すべ きは、 目次が 明示す る本書の構成であ る。第1章 「基盤 と前史、 ドイ ツ南東部の入植
と教化 の時代 におけ る文芸 の最初 の痕跡 」、第2章 「叙任権 闘争 の勃 発か ら稀少特権 までの時
代の文学」(1075-ll56)とあ り、政 治的な事件 と絡めつつ文学 の史的展開をた どってい る点
では、 と くに新たな試みであ るとは言えない。 ところが、第3章 「バ ーベ ンベル ク家の諸公 と
大空位時代の文学」(1156-1273)ではAとBの2部 か らな ってお り、 しか もそのいずれにお
いて も、前半 は 「ラテ ン語 で記 され た文 学」、後半 は 「ドイ ツ語 で記 された文学」 を扱 ってい
る。Aが 「司教区パ ッサ ウの文学」 であるのに対 して、　Bは 「司教区ザル ツブル ク、 ブ リクセ
ン、 トリエ ン トの文学」 とな ってい るよ うに、4つ の司教区の うちパ ッサ ウだけが独立 して扱
われてお り、その他の3司 教区は一括 して論 じられてい る。 こ うした文学史記述か ら明 らかな
ことは、パ ッサ ウ司教区が中世 オース トリア文学史に 占め る位置の大 きさであ ろ う。3)
　 ここで、上述の1250年頃の4司 教区(ザ ル ツブル ク、 ブ リクセン、 トリエ ン ト、パ ッサ ウ)
と司教座、所領、修道 院の所在地を示 した地 図を紹 介 してお こ う。4)地図を見 るか ぎ り、 と く
にパ ッサ ウか らウィー ンにかけて の ドナ ウ河流域 に、今 日なお健在 の ク レムス ミュンス ター
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(Kremsmunster)やメル ク(Melk)とい った修道院が数多 く誕生 していて、 ヨーロ ッパ中世
が急速にキ リス ト教に よって一元化 されてい く様子が窺え る。バ ーベ ンベル ク家はすでに絶え
ていた とはいえ、その間に ドナウ河流域の歴史的状況は さ して大 き く変貌 してい るとは考え ら
れない。いずれにせ よ、パ ッサ ウ司教区はパ ッサ ウ司教の直轄領 とオース トリア公国、それに
シ ュタイ アーマル ク公国 とバイエル ン公国の一部か ら成 る広大な地域であ った。われわれは ま
た この地図か ら、その西端にパ ッサ ウ司教が この司教区の頭 と して君臨 し、その東端の ウ ィー
ンでは オース トリア公が君臨す るとい う構図を読み取 ることもで きるのであ る。
　 ウ ィーンは ドナウ文化圏のなかで着実に地歩を固めつつあ ったが、当時の ウ ィーンにはい ま
だ司教座が置かれてお らず、パ ッサ ウ司教区の管轄下にあ った。5)その他、パ ッサ ウか らウィー
ンにかけての ドナウ河流域は、 ことごと くこの司教区に属 していた。 こ うした経緯や状況を踏
まえては じめて、 オース トリア公 レオポル ト6世(在 位1198-1230)がウ ィーンに司教座を置
こ うと して奔走 し空 しい試みを繰 り返 した とい う事実 もまた、十分に納得 され るであ ろ う。 ウ
ィー ンに司教座 が置 かれたのは、 よ うや く15世紀半 ば、1469年の ことであ った。6)本論 の 目的
は、1200年前後の ドナウ河流域におけ る文学事情を、当時のパ ッサ ウとウ ィーンの宮廷、 さら
には アクイ レイアの宮廷の文学的営為を通 して 明らかにす ることにあ る。その際に看過 されて
な らないのは、 まずバ ーベ ンベル ク家の ウ ィーン宮廷の存在であ り、 しか もウ ィーン宮廷がパ
ッサ ウ司教区 と隣接す る レーゲ ンスブル ク司教区の司教座都市 レーゲンスブル クと浅か らぬ関
係にあ った ことであ り、 さらには アル プスの南にあ って ブ リクセン司教区やザル ツブル ク司教
区 と隣接 していた アクイ レイ ア司教区の宮廷 もまた、当時のパ ッサ ウ司教が総大司教 と して移
り住んだがゆえに、本論の テーマの射程に入 って くることであ る。
2　司教座都市パ ッサウと 『ニーベルンゲンの歌』
　 さて、13世紀初頭に誕生 した英雄叙 事詩 『ニーベル ンゲンの歌』(Das　Nibelungenlied)を
論 じるときに、司教座都市パ ッサ ウを避けて通 ることはで きない。18世紀以来 この叙 事詩の成
立場所をめ ぐって喧 しい議論が沸 き起 こったが、少な くとも第2部 に関す るか ぎ り、パ ッサ ウ
司教区お よび司教座都市パ ッサ ウが相当に重要な役割を演 じていたであ ろ うとい う点では、ほ
ぼ意見 の一致 を見 てい る。7)すなわち司教座都市パ ッサ ウにあ ってパ ッサ ウ司教 区を統 べてい
た司教が この作品の成立に深 く係わ っていた とい うことであ る。た とえば 『ニーベル ンゲンの
歌』第1部 の ライ ン河流域の描写が没個性的で類型的であ るのに比べて、第2部 で作者はパ ヅ
サ ウか らウ ィーンにかけての ドナウ河流域の地理にたいへん 明るい ことが まず挙げ られ よ う。
ブル ゴ ン ト族 の グンテルー行の歩みは、今 日で もほぼ正確に辿 るこ とがで きる。8)それ だけで
な く、 パ ッサ ウでの司教 ピル グ リー ン(Pilgrin)の応接 やパ ッサ ウとウ ィー ンのほぼ 中間に
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位置す る辺境伯 リュエデゲール(Ruedeger)の居城ベ ッヒェラー レン(Bechelaren今日のべ
ヒラル ンPochlarn)での父 と子 あ るいは主人 と賓客 の歓 会 と別離 は、いずれ も今 日の読者 の
心に も強 く訴え る場面であ る。作者が心血を注いで造形 した人物 リュエデ ゲールに よって、第
2部は第1部 を受けて英雄叙事詩 と しての性格をベ ースに しなが らも、その宮廷的 ・騎士的な
陰影を深めてい る。 この点が第1部 と決定的に異な るところであ る。
　パ ッサ ウ(テ クス トではパ ッソウヴェPassouwe)とい う町の名前 については、 この作品で
2度に亘 って言及 されてい る。最初は ク リエ ム ヒル トが フン族の王エ ヅツェルの もとに嫁 ぐ途
中に立 ち寄 った ときであ り(そ の①)、2度 目は ブル ゴ ン ト王 グンテルの一行が ク リエ ムヒル
トの招 待を受け て、 ウ ォル ムスか ら ドナ ウ河沿 いに エ ッツェル王 の宮 廷に 向か うときであ る
(その②)。
その①
1295 Si zogeten dannen balde nider durch Peyer lant. 
 do sagte man diu maere, da w eren fur gerant 
vil unkunder geste, da noch ein kloster stat 
    unt da daz In mit fluzze in die Tuonouwe gat.
1296 In der stat Pazzouwe saz ein bischof.
die herberge wurden laere unt ouch des fursten hof. 
si ilten gegen den gesten uf in Beyer lant, 
dä der bischof Pilgrin die schcenen Kriemhilden vant.
1298 Der bischof mit siner nifteln ze Pazzouwe reit.
dö daz den burgren von der stat wart geseit, 
daz dar kceme Kriemhilt, des fursten swester kint, 
diu wart wol enpfangen von den koufliuten sint.9)
一行はほ どな くバ イエル ンの国を通 り下 って行 った。
見知 らぬ賓客た ちが馬を進めて来た、
と語 り伝え られてい るが、そ こには今 もなお僧院が建 っていて、
そ こでは イン川が淡々 と ドナウ河に注 ぎ込んでい る。
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パ ッサ ウの町には一人の司教が坐 していた。
町の家 々に も国主の宮廷に も人影がな くな った。
人 々は賓客た ちを迎え よ うと、バ イエル ンの国へ急 ぎ、
この地で司教 ピル グ リーンは美 しい ク リエ ム ヒル トを見た。
司教は彼の姪と連れ立ってパ ッサウへ馬を進めた。
国主の妹の娘であるクリエムヒル トが入来する、
そのことがこの町の人々に知らされ、
彼女はやがて商人たちに懇ろに迎えられた。
その②
 1627 Wir kunnen niht bescheiden, w si sich leiten nider, 
    alle di lantliute die gevrieschen sider 
    daz ze hove füeren der edeln Uoten kint. 
     si wurden wol enpfangen d ze Pazzouwe sint.
1628 Der edeln künege ceheim, der bischof Pilgerin, 
     dem was vil wol ze muote, dö die neven sin 
    mit also vil recken kömen in daz lant. 
daz er in willec w ere, daz wart in schiere bekant.
1629 Si wurden wol enpfangen von vriunden uf den wegen. 
da ze Pazzouwe man konde jr niht gelegen. 
     si muosen uber'z wazzer, da si funden velt. 
da wurden uf gespannen beide hutten und gezelt.'°
彼らが何処に宿をとったのか、われわれは説明することができない。
程な くすべての国人は伝え聞いた、
気高いウオテの子たちが宮廷に向かっていることを。
やがてパ ッサウの城下で一行は歓迎の出迎えを受けた。
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高貴な生れの王たちの伯父である司教ピルゲリーンは、
彼の甥の面々がこのように多 くの勇士を引き連れて
入国 したことを、ことのほか歓んだ。
彼の好誼の心は逸早 く一行に申し伝えられた。
一行は途中で縁者によって懇ろに迎えられた。
パ ッサウの城下ではこれを款待する術がなかった。
一行は河水を渡らねばならなかったが、そこには野原があった。
そこでは仮小屋や天幕が設営されていた。
「ニーベル ンゲンの歌』第2部 は ドナウ河(テ クス トでは トゥオノウヴェTuonouwe)流域を
舞台に展開 されてはい るものの、筋の展開か ら見 るか ぎ り、パ ッサ ウの町は必ず しも重要な役
割を担 ってい るとは言えない。に もかかわ らず、作者はわ ざわ ざ一行を この町に立 ち寄 らせて
い る。 これはい ったい ど うい うことか。そのためにわれわれは まず、歴史的な事実 と して、 こ
こにパ ッサ ウ司教区を統べ る司教座が置かれていた こと、そ して司教を中心 と した宮廷的な社
交の世界が存在 していた ことを確認 しておかなければな らない。11)テクス トには 「国主 の宮廷」
(des　fUrsten　hof　1296,2)あるいは 「国主の妹の娘」(des　fusten　swester　kint　1298,3)なる
用例が見 られ る。 ここに所謂 「国主」 とは、 テクス トではパ ッサ ウ司教 ピル グ リーン以外に考
え られない。 しか も作品のなかでは、パ ッサ ウ司教が ブル ゴン ト王家の兄弟姉妹の母 ウオテの
兄にあた る、 とい う設定にな ってい る。(も っともze　hove　fueren「宮廷 に向か う」[1627,3]
とい う表現の 「宮廷」がエ ッツェル王の 「宮廷」であ ることは、 コンテ クス トか ら明 らかであ
る。因み に、これ に似 たze　hove　riten　r宮廷に馬を進め る」なる表現 も 『ニーベル ンゲ ンの歌』
に散見 され る。[24,1;72,3;877,2;1731,3;1732,1])したが って、「宮廷」(hof)はけ っして
ウ ィーンの専売特許ではな く、パ ッサ ウに も司教を中心 とす る宮廷が存在 した とい うことが、
テ クス トか らも窺 うことがで きる。12)われわれは 「宮廷」 とい う用語に世 俗の王侯のみをその
主宰者であ ると想定す るか ぎ り、 ここの文脈を正 しく理解 した ことにはな らない。
　以上の ことか ら推 し測れば、作品の成立当時、作者が司教座都市パ ッサ ウお よびパ ッサ ウ司
教を中心 とす る宮廷 と深 くかかわ っていた こと、 また一行にそのパ ッサ ウの町を素通 りさせ る
のは忍び な く、10世紀に活躍 した実在のパ ッサ ウ司教を思わせ る人物を登場 させて、彼を ク リ
エ ム ヒル トの伯父に仕立てて両者を会わせ るとい う筋立てを挿入 した と考え るのが妥当であ ろ
う。 いみ じくもパ ッサ ウ司教座資料館 の館長ヘル ベル ト ・W・ ヴルスターは、『ニーベル ンゲ
ンの歌』の作者が この地域を じつに よ く知 っていたか らこそ、 また彼がその中心にいたか らこ
そ、敢えて この作品を司教座都市パ ッサ ウと関連づけた とい う見解を提示 してい るが、 これは
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卓見であ る。13)
　 パ ッサ ウの宮廷を語 るとき、キ ュー レンベル クの騎士(Der　von　Kurenberc)、デ ィエ トマル ・
フ ォン ・アイス ト　(Dietmar　von　Aist)、アル ブ レヒ ト ・フ ォン ・ヨハ ンス ドル フ　(Albrecht
von　Johansdorf)は忘れ られ ない。最初 の2人 はパ ッサ ウ近 くの出身 とされてい るし、彼 らの
歌の基本形式 は 『ニーベル ンゲ ンの歌』 と同 じ 「長詩 行」(Langzeile)である。 また後者 の歌
人が最初に登場す るのは、1180年パ ッサ ウ近郊の聖 ニコライ教会に伝承 されてい る書物の中で
あ る。続 いて1201年お よび1204年には、パ ッサ ウ司教 ヴォル フガー ・フォン ・エル ラ(Wolf-
ger　von　Erla在位1191-1204)の記 録には 「家士(ミ ニステ リア ー レ)」(Ministeriale)として
記 されてい る。彼 の歌 は全体 で41ない し42節が伝承 され てお り、最新版のrミ ンネザ ングの春』
(Des　Minnesangs　Frahling)には13歌が採用 され ている。 また、 パ ッサ ウ司教 ヴォル フガー
の記録に も彼の名前が残 されてお り、 この事実は と りもなお さず、当時パ ッサ ウ司教 ヴ ォル フ
ガーを中心 と した社交の世界で、歌人に よって 自らの歌が披露 されていた ことを傍証す るもの
であ る。14)さらに、歌人 ヴ ァル ター ・フ ォン ・デ ァ ・フォーゲル ヴ ァイデ(Walther　von　der
Vogelweide)も一時期 この司教の近 くにいたであ ろ うことは、つ ぎの有 名な記録が実証 して
い る。す なわ ちパ ッサ ウ司教 の ウィー ンへの旅の帳簿 に1203年11月12日、 「ツァイ[ゼ ルマ ウ
アー]に て、歌人 フ ォーゲル ヴ ァイデの ヴ ァル ターに毛皮外套を買 うための代金 と して大 シ リ
ング貨5枚 」(Sequenti　dieapud　zei[zemurum]walthero　cantori　devogelweide　propellicio　V.
sol.　Longos)を与えた と記 されてい る。15)
　 ところで 「ニーベ ル ンゲンの歌』 のr哀 歌』(Klage)の最終部分 に は、 以下の よ うな数 行
が見 られ る。
Von Pazowe der biscof Pilgerin
durh liebe der neven sin 
hiez scriben ditze maere, 
wie ez ergangen waere, 
 in latinischen buochstaben.16)
パ ッサ ウの司教 ピル ゲ リーンが
彼の甥たちのために
この物語を記録するよう命 じた、
当時それが慣習であったように、
ラテン文字で。
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この英雄叙事詩の もとにな る物語を ラテン文字で書 き記す ことを命 じたのは、パ ッサ ウ司教 ピ
ル グ リー ン(Pilgrin)、あるいは ピル ゲ リーン(Pilgerin)だと言われ ている。作 中の 「甥 た
ち」 とは グンテル、 ゲール ノー ト、ギ ーゼルヘルの3人である。『ニーベル ンゲンの歌』では、
先ほ どの引用にあ った よ うに、 この司教 ピル グ リーン(ピ ル ゲ リーン)が ブル ゴン ト族の王家
に連な っていて、 グ ンテル、 ゲール ノー ト、 ギーゼルヘル、 クリエ ムヒル トの母 ウオテの兄、
つ ま り彼 らの伯父 とい う系譜が前提にな ってい る。 もっとも時代は ち ょうど民族大移動の頃に
設定 されてい るか ら、それか ら数世紀の ちに成立 した この作品 との間に歴史的時間の上でずれ
があ るのは言 うまで もない。では、 このパ ッサ ウ司教 ピル グ リーン(ピ ル ゲ リーン)と はいか
な る人物であ ったのか。実在の人物のなかでは、971年か ら991年まで、パ ッサ ウ司教を務めて
いた ピル グ リムPilgrim(Piligrimとも綴 る)が よ く似た名前 として挙 げ られ る。彼 はオス ト
マル クの ドイツ人入植 とハ ンガ リー宣教に功績があ った と伝え られてい る し、 またザル ツブル
クか ら独立 した オース トリア、 モラヴ ィア、 ハンガ リーのために大司教座を置 こ うと画策 し、
失敗 した とも伝え られてい る。 こ うした一連の行動か ら、司教 ピル グ リムはなかなかの政治家
で もあ った ことが窺われ る。17)すでに繰 り返 し言及 され ているが、『ニーベル ンゲ ンの歌』 第
2部に登場す るフン族の王エ ッツェルが実在の ア ッチ ラを想定 していた とす ると、 ここに もま
た歴史的 な時間の上では齪齪が生 じることに なる。 つま り彼 は5世紀の民族大移動 の頃に ヨー
ロッパ に侵攻 したのだか ら、彼 とピル グ リー ン(ピ ルゲ リーン)と の接点 はない。『ニーベル
ンゲンの歌』第2部 は、作者(た ち)が い くつかの伝承を時間的な前後関係を無視 して採用 し、
それ らを錯綜 した状態 のままにひ とつの叙 事詩 に仕立てたのであ る。 この ように、物語(Fik-
tion)と歴 史(Geschichte)とではその位相が異 なる ことを百 も承知の上 で、 当時 の作者(た
ち)は い くつかのエ ピソー ドの組み合わせの妙を競い合い、宮廷の聴衆の前でいかに巧みに、
いかに斬新に これ らのエ ピソー ドを披露す るか とい うことに腐心 していた。 したが って、 とき
にはそのなかに史実に合致す る箇所 もあれば、 まった く齪齪を来す箇所 もあ るのは、 ご く当然
の ことと言え よ う。
3　 ウ ィー ンの宮廷 とオ ース トリア公
　 「ニーベル ンゲンの歌』に ウ ィーンの町が登場す るのは、 ブル ゴン ト族の一行が トゥル ンか
ら入城 し、エ ッツェル王 とク リエ ムヒル トとの婚礼 と祝宴のために滞在 した数週間のみで、そ
れ以前に も以後に もこの町について言及 され ることはない。 しか も婚礼 と祝宴は、当時の慣習
に従 って、昼が長 く気候の よい聖霊降臨祭の頃に設定 されてい る。
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 1361 Der kunec ez nach den eren die Hiunen schaffen bat. 
     do riten si von Tulne ze Wiene zuo der stat.
da funden si gezieret vil maniger vrouwen lip. 
si enpfiengen wol mit eren des kunec Etzelen wip.'8)
国王は フン族の人 々に、万事名誉を損ぜぬ よ うに計 らえ と命 じた。
その とき一 同は トゥルネか らウ ィーンの都に馬を進めた。
あまたの婦人方が晴着に身を飾っているのが見られた。
彼らは名誉を落とすことな く国王エ ッツェルの妃を迎えた。
1365 Diu hohzit was gevallen an einen pfinxtac, 
 da der kunec Etzel bi Kriemhilde lac 
in der stat ze Wiene. si wn' so manigen man 
bi ir ersten manne nie ze dienste gewan.19)
この祝宴は ち ょうど聖霊降臨祭にあた っていて、
その とき、エ ッツェル王は クリエ ム ヒル トと床を共に した、
ウ ィーンの町で。最初の夫の もとではか くも多 くの廷臣た ちに
か しずかれた ことはなか った、 と彼女は思 った。
1375 An dem ahtzehenden morgen von Wiene si dö riten. 
 da wart in ritterschefte schilde vil versniten 
von spern di da fuorten die recken an der hant. 
sus kom der künic Etzel unz in daz hiunische lant.20)
第18日目の朝に、一 同は ウ ィー ンを 出立 した。
その際、比武試合で多くの楯が、
勇士たちが手に携えていた長槍で突き破られた。
か くしてエ ッツェル王はフン族の国に帰 り着いた。
筋の展開か らすれば、パ ッサ ウ同様、 ウ ィーンは と くに重要な役割を果た してい るとは言えな
い。なぜ、作者はエ ッツェル王 とク リエ ム ヒル トの婚礼 とそれに続 く祝宴をエ ッツェル ンブル
ク(オ ーフ ェン、現在の ブダペ ス トの ブダ地区)で はな く、わ ざわ ざウ ィーンで挙げ るよ うに
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設定 しなければ ならなか ったのか。従来の研究では、 この点について必ず しも明確な説明が示
されていなか った。作品成立当時なおパ ッサ ウの司教座がパ ッサ ウか らウ ィーンに至 る ドナウ
河流域を統括 してお り、バ ーベ ンベル ク家の ウ ィーン宮廷を も版図内に収めていた。 さらに、
この司教区は東方の異教世界ハ ンガ リーに までその影響力を及ぼす勢いであ った。 この ことに
ついて も、H・W・ ヴルス ターが当時のパ ッサ ウ司教 の政治的 ・文化 的政策 と関連 づけて論 じ
てい る。すなわ ち、 この司教区はバイエル ンとオース トリアだけでな く、ハ ンガ リーを も視野
に入れた融和的な施策を行な っていたのであ り、そ うした歴史的事情が何 らかの形で 『ニーベ
ル ンゲンの歌』第2部 に影響を及ぼ していた のであ る。21)しか もここでは歴代のオ ース トリア
公がパ トロンと して進んで歌人た ちを宮廷に迎えたのであ った。 したが って この場合 も、作者
が当時の ウ ィー ン宮廷の文化的、文学的盛況を考慮 し、敢えて異教徒 とキ リス ト教徒 との婚礼
と祝宴の場 と して ウ ィーンの町を登場 させた とは考え られないだ ろ うか。
　 この よ うに 「ニーベル ンゲンの歌』に も登場す るほ どの町にな っていた ウ ィーンは、すでに
ローマ人 の時代か ら ウィン ドボーナ(Vindobona)の名前 で知 られ ていた。 しか しなが らこの
町の歴史は、 よ うや く1135年頃にバ ーベ ンベル ク家が ク ロスターノイブル クか らここに遷都 し
た こ とを もって本格 的に始 ま る。 ウ ィー ンは1137年に正 式に法 に基 づ く都市 とな り、続 いて
1156年にハイ ン リヒ2世(通 称 ヤ ゾ ミア ゴッ トJasomirgott)のも とでオース トリアは辺境 伯
領か ら公爵領に昇格 し、彼が初代 オース トリア公(在 位1156-1177)に就任す る。 しか し彼が
まだ辺境伯(在 位1141-56)の頃、バイエル ン公(在 位1143-56)でもあ ったので、バ ーベ ン
ベル ク家の居城 クロスターノイ ブル クよ りは、む しろヴェル フェン家の宮廷であ った レーゲン
スブル クに頻繁に滞在 した と言われてい る。 ここで司教座都市 レーゲンスブル クの宮廷 と歌人
た ちについて も少 し触れてお きたい。恋愛歌謡集 『ミンネザ ングの春』には、恋愛歌人 ブル ク
グラーフ ・フ ォン ・レーゲ ンスブル ク(Burggraf　von　Regensburg)および ブル クグラーフ ・
フ ォン ・リエテ ンブル ク(Burggraf　von　Rietenburg)の名前が見 られ る。 ブル クグラーフは
「城伯」 と訳 されてい るが、代 々帝国采 邑を拝領 していた一族であ った。 この2人 は ときお り
混 同され ることもあ ったが、いずれ も レーゲンスブル クの宮廷に仕えていた と伝え られてい る。
また2人 は大 ハ ンデルベル ク写本に登場 してお り、『ミンネザ ングの春』 には、写本Aお よび
Cに 共通す る歌、写本Aな い しはCの み の歌が数点採用 され ている。前者 の作風 は 「鷹 の歌」
(Falkenlied)で知 られ るキ ュー レンベル クの騎士 に近 く、 ドナ ウ河流域特有 の女性 が男性 と
同等の立場で求愛す る素朴な 内容の ものが多 く、後者にはすでに南仏 トゥルバ ドールの女性讃
美の影響 とカンツ ッォーネ形式が認め られ る。22)いずれに して も、すでに早い時期に レーゲン
スブル クの宮廷には ミンネザ ングの伝統が根づいてお り、パ ッサ ウや ウ ィーンとともに ドナウ
文化圏の一翼を担 っていた ことが窺われ る。 したが って、ハ イン リヒ2世 の時代にはすでに、
ウ ィー ンと レーゲ ンスブル クの間に歌人た ちの往来 もあ ったであ ろ うことが推察 され る。
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　パ ッサ ウが司教座都市であ ったのに比べて、 ウ ィーンは比較的宗教色の薄い中世都市であ っ
た。上述の通 り、 と りわけハイ ン リヒ2世 が オース トリア公にな って以来、彼の もとで ウ ィー
ンは飛躍的な発展を遂げ、やがて ドイツ語圏では ケル ンに次 ぐ人 口を擁す る都市に発展す るに
至 ったのであ る。23)その ウ ィー ンの宮廷 では、 ハイ ン リヒ2世 以後、歴 代の オース トリア公
(レオ ポル ト5世 、 フ リー ドリヒ1世 、 レオ ポル ト6世)が ライ ンマル(Reinmar　von
Hagenauない しReinmar　der　Alte)やヴァルター(Walther　von　der　Vogelweide)をは じめ多
くの優れた歌人た ちを迎えて文芸を大いに奨励 した ことは、つ とに知 られてい る。 もちろん歌
人た ちに とって、 ウ ィーンの宮廷が必ず しも格別に居心地のいい宮廷であ ったわけではない。
パ トロンであ るオース トリア公 と歌人 との間には一方的な依存関係、つ ま り主人に対す る従者
と しての関係 しか成立 し得ず、たえず彼 らは不如意を訴えていた し、極度の緊張を強い られて
もいた。な るほ どラインマルの よ うな歌人には直接 ウ ィーン宮廷に言及 した り訴えた りした歌
は皆無であ るが、 自主独立の気風の強い ヴ ァル ターの よ うな歌人にな ると、宮廷 とその主人に
対す る愛憎相半ばす る心境が切 々と歌われ ることにな る。 したが って当時の宮廷歌人の現実は、
歌舞音 曲を生業 とす る遊芸の民や遍歴の民のそれ とあ ま り変わ るものではなか った。すべては
主人であ るオース トリア公に懸か っていた。た とえば、 ヴ ァル ターの格言歌のなかで もと りわ
け有名なL20,31では、そ うした主人 と歌 人 との関係が赤 裸 々に歌 われてい る。今なおその解
釈が定 まっていない とはいえ、 この歌が1198年頃の ヴ ァル ターの ウ ィーン別離を背景に誕生 し
た ものであ り、 ここに登場す るオ ース トリア公が レオポル ト6世であ った とい う点 では、ほぼ
大方の見解は一致 してい る。24)オース トリア公 とヴ ァル ターとの確執 について論 者はすでに他
の箇所で言及 してい るが、25)ウィーンの市 門か ら締 め出 された歌 人が、最終行でなお も 「この
歌に よって殿がわた しを覚えて下 さるよ うに」(hie　bi　si　er　an　mich　gemant)26)と願わ ざるを
得なか った とい うことは、その当時の歌人た ちが置かれていた厳 しい状況を如実に物語 ってい
る。 この よ うに彼は、歌 とい う強力な武器に よって オース トリア公に執拗に迫 ってい る。当時
の王侯貴族の最大の徳 目は、あ らゆ る機会を通 じてで きるだけ多 くの人 々にで きるだけ多 くの
施 しを与え ることであ った。「気前の よさ」(milte)とい う点 で、 レオポル ト6世 が ヴ ァル ター
に とってつねに徳操高い主人であ ったか ど うかは定かでないが、 この歌に関す るか ぎ り、彼の
みが宮廷か ら締 め出 され ているために(「わ た しの左右 に雨 が降るのに/そ の一滴 もわ た しに
は当た りません[ez　regent　bedenthalben　min/daz　mir　des　alles　niht　enwirt　ein　tropfe.])27)、彼
は最終行で オース トリア公をほめたたえ、喫緊の 目標であ った宮廷への回帰を願わ ざるを得な
か ったのであ る。
　それに して も、 ウ ィーンの宮廷が当時 と しては歌人た ちに とって魅力あ る宮廷であ った こと
については、遺 された歌謡等の テクス トか ら窺い知れ る。 しか もこの ことは、半ば定式化 され
増幅 された表現を伴 って語 られ ることにな る。た とえば、13世紀前半にバイエル ンや オース ト
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リアで活躍 した デ ァ ・シュ トリッカー(Der　Stricker)は、かつ てあ らゆ る歌人 たちがオ ース
トリアにや って来たのは、「そ こでは語 り、歌 い、楽器を奏す る ことが称揚 され、褒賞 も多か
ったか らだ」28)と語 ってい るし、13世紀後半 に活躍 した ウィーン市民で年 代記作家であ ったヤ
ンセ ン ・エ ニケル(Jansen　Enikel)は、 オース トリア公 レオポル ト6世 が ウ ィー ンの教会 の
合唱隊席で歌 った と主張 してい る。29)彼らの言説 が歴史上 の事実を忠実に再 現 してい るか ど う
かは ともか くと して、そ うした ことが テクス トに記 された こと自体、すでに ウ ィーン宮廷が詩
歌や管弦を奨励 し、 またその主宰者であ るオース トリア公がパ トロンと して この世界に積極的
に係わ った ことを間接的に裏付けてい る。
4　アクイレイアの宮廷
　 ヴ ァル ターと司教座都市パ ッサ ウとの関係 とい うことにな ると、 この町 とも交渉のあ った北
イ タ リアの総大司教座都市 アクイ レイ アの ことも視野に入れなければな らない。た しかに アク
イ レイアは ドナウ文化圏か ら遠 く離れてはい るが、 ドナウ河流域 との人的 ・物的交流は継続的
にな されていた。 ち ょうどヴェネチ アと トリエ ステの間に位置す る古都 アクイ レイ アはかつて
古代 ローマの最前線 と して栄えた町であ るが、今 日ではその栄華は見 る影 もな く、最近にな っ
て よ うや く世界遺産 と してその存在が認知 されたばか りであ る。 しか し中世には先に示 した地
図の さらに南に位置 し、パ ッサ ウ、ザル ツブル ク、 ブ リクセンの各司教区 と境を接す るアクイ
レイア司教区の中心地であ った。果た して この地が ドナウ文化圏に属す るか ど うか、 また ヴ ァ
ル ターが この町に も足を踏み入れたか ど うかは ともか くと して、 ヴ ォル フガーがパ ッサ ウでの
司教職を辞 し、北イ タ リアの ア クイ レイ ア総大司教を務めた ことを考慮すれば、 ア クイ レイ ア
の宮廷について も言及 してお く必要があ るだ ろ う。30)
　 ヴ ァル ターが格言歌L34,34において 「優れた、非 の打 ち どころのない総大司教」(der　bi-
derbe　patriarke　missewende　fri)31)と称揚 したのは、かつてのパ ッサ ウ司教 ヴ ォル フガーその
人であ った。彼は請われて アクイ レイ ア総大司教(在 位1204-1218)として赴任す ることにな
るが、 これはパ ッサ ウでの13年間の職務が評価 されての ことであ った。 ヴ ァル ターの歌の多 く
がそ うで あるよ うに、 この歌が いつの頃に作 られたのかは不詳であ る。ただ歌 の 「調」(Ton)
か ら判断す る限 り、 また ヴ ォル フガーの アクイ レイア赴任の年、すなわ ち1204年以降の作であ
るとい うことにな る。 ヴ ォル フガーがパ ッサ ウか らウ ィーンへの往復の旅を企てた ときに、一
時期 ヴ ァル ターが 同行 した ことはすでに述べた通 りであ る。 しか し、彼が この司教の近 くにい
たのが1198年以降のいつ頃の ことであ ったのかを知 る手がか りはない。 また、その後 この歌人
が どこに身を寄せたのか、 どの よ うな生涯を送 ったのかについて も定かではない。 しか し彼が
称揚 した アクイ レイ アの総大司教の宮廷では、パ ッサ ウとは異な り、親教皇派の保 守的な雰囲
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気が支配 してお り、 ヴ ァル ターの歌の類は厳 しい批判に曝 され ざるを得なか った。その ことを
示す 事例 が、 トーマジ ーン ・フ ォン ・ツィル クラ リア の 『イ タ リアの客人』(Der　welsche
Gast)であ る。彼は1187年か ら88年頃 に北 イ タ リアの ブ リウ リ地方 に生 まれ 、 ア クイ レイ ア
の宮廷では聖職者 と して ヴ ォル フガーに仕えていた。 この人は イタ リア人であ りなが ら、外国
語 と しての中世 ドイ ツ語を習得 し、その言語を駆使 して ア クイ レイ アの宮廷生活、 と りわけ若
い人 々への教訓書を著 した。 この時代には聖 と俗の両世界が今 日では想像 も及ぼないほ ど広範
囲に亘 って相互に交流 していた。つ ま り僧籍にあ る人間が貴族の子弟に教訓を垂 れ る書を編ん
でいたのであ る。 この作品は1215年の冬に書 き始め られ、翌年の5月 末 までに一気呵成に まと
め られ た と推 定 されてい る。32)そのなか に、「あの良 き僕 は教皇 に対 して/何 と不 当な行為 を
しでか した ことで しょう。/彼 は 自らの慢心ゆえに言い ま した、/教 皇が ドイ ツの財で/ロ ー
マの献金箱を満たそ うと してい ると。/彼 がわた しの忠告を聴いていた ら、/こ んな言葉を 口
に しなか ったのに。/こ のために彼は 自らの優れた言 も/台 無 しに して しまい、/彼 の言は ま
す ます注 目されな くな ります」33)と語 られてい る箇所 があ る。 ここで彼 が容赦 な く非難 してい
る相手は、他な らぬ ヴ ァル ターその人であ った。 どちらか と言えば保 守的な宮廷人 ツ ィル クラ
リアに してみれば、 ヴ ァル ターの歯に衣着せぬ教皇批判はや り切れなか った と見えて、彼は ヴ
ァル ターと同 じ激 しい 口調で相手をや りこめてい る。 しか し言葉の力に関す る限 り、彼の教訓
書に見 られ る ドイ ツ語表現は ヴ ァル ターのそれに遠 く及ぼない。 ツ ィル クラ リアの怒 りを買 っ
たのは、次の よ うな 内容の歌であ った。
 Ahi wie kristenheit nu der babest lachet, 
swenne er sinen Walhen seit ich hanz also gemachet ! 
daz er dä seit, des solt er niemer hän gedaht. 
er giht ich han zwen Allaman undr eine kröne braht, 
daz siz riche sulen stoeren unde wasten. 
ie dar under fullen wir die kasten: 
ich häns an minen stoc gement, ir guot ist allez min: 
Jr tiuschez silber vert in minen welschen schrin. 
jr pfaffen, ezzent huenr und trinkent win, 
unde lant die tiutschen leien magern unde vasten.(34,4) 31)
ああ、キ リス ト教徒を教皇はい まどんなに笑 ってい ることで しょう。
彼が彼の郎党 ヴェル フェン陣営に 「わた しは こんな風に したのだ」 と語 るとき、
自分の語 ってい ることを、彼は一度 も考えた ことがなか ったのです。
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彼 曰 く、「彼 らが この国を混乱 させ荒廃 させ る ように と、
2人の ドイツ王を1つ の王冠の もとに置いた。
そ してその間にわた しらは献金箱をい っぱいに しよ う。
わた しは彼 らに献金箱を思い起 こさせ よ う、彼 らの財産はすべてわた しの ものだ。
汝 ら ドイ ツの銀貨 よ、わた しの箱に入 るが よい。
汝 ら僧侶た ちよ、鶏 肉を食べ、葡萄酒を飲め。
そ して ドイツの平信徒を痩せ細 らせ、空腹にせ よ」 と。
この歌がいつ どこで歌われたのか、確定す る術はないが、 ヴ ァル ターが シュタウフェン家の フ
ィリップ王の もとに身を寄せ、反教皇 キャ ンペ ー ンを行な っていた時期であ ろ うと推察 されて
い る。何の支え もない この歌人の背後に フ ィリップ王の よ うなパ トロンがついていたか らこそ、
か くも大胆 な言辞を吐 くことがで きたのではないか。それがおそ ら くもっとも無理のない解釈
であ ると考え られ る。35)そして この歌 が トーマ ジーンに よって攻撃 されてい ることか ら、成立
年は1215年以前 とい うことにな る。それに して も、 ヴ ォル フガーとい う卓越 した人物に よって
歌人 と して認め られた ヴ ァル ターではあ ったが、 こともあ ろ うに北イ タ リアの ヴ ォル フガーの
赴任先で、彼の歌が姐上にのせ られた とい うのは、 まことに皮 肉な ことであ る。 しか しなが ら、
彼の歌が ドナウ河流域か らアル プスを越えて北部イ タ リアに まで届いていた とい う事実は、わ
れわれを驚かせ るだけでな く、彼の歌が もつ衝撃の強 さを示す もので もあ る。 ことほ どさよ う
に、 この時代の文学上の交渉一般が想像以上に豊穣であ り、かつその影響の及ぶ範囲が想像以
上に広範であ った ことを物語 ってはいないだ ろ うか。
5　おわ りに
　以上、パ ッサ ウとウ ィーンの宮廷を中心に1200年前後の ドナウ河流域におけ る文学事情を、
当時の文学 テ クス トを手がか りに 明らかに して きた。い ま一度、 ここでその内容を敷衛 してお
こ う。
　 まず、フ リッツ ・ペ ーター ・クナ ップの文学史記述か ら出発 し、続いてパ ッサ ウ司教区 と司
教座都市パ ッサ ウと 『ニーベル ンゲンの歌』の成立をめ ぐる問題に接近 した。 ここではパ ッサ
ウ司教が作品成立に深 く係わ っていた ことを指摘 し、その証 と して作品の中に実在の司教を想
起 させ る形で導入 した作者の意図を探 った。 またhofとい う中高 ドイツ語が世俗の王侯を中心
に した宮廷だけでな く、司教を中心 と した宮廷を も意味 し、司教がパ トロンと して文芸 ・遊芸
を奨励 していた事実に迫 った。続いて、 同 じく 『ニーベル ンゲンの歌』において フン族のエ ッ
ツ ェル王 とブル ゴ ン ト王家の娘 クリエ ム ヒル トとの結婚の儀式 と祝宴が ウ ィーンで執 り行われ
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たことに注 目し、作者がウィーン宮廷を無視できなかったとい う事実から、当時ウィーン宮廷
の存在がいかに重要であったかに言及 し、 ドナウ河の西と東で性格の異なる宮廷が競合 しなが
ら、一方では第一級の 「英雄叙事詩」の編纂作業がなされ、他方では 「恋愛歌謡」(ミンネザ
ング)の伝統が生み出されてきたことを論 じた。その中心人物であるヴァルターが両都市を股
にかけて活躍 し、オース トリア公だけでな くパ ッサウ司教のもとでも歌人として奉仕 したこと
の意味を探った。そ して最後に宗教的 ・政治的な枠組をはみ出して、 ドナウ河流域のはるか南、
北イタリアのアクイ レイアの宮廷に、かつてのパ ッサウ司教で、のちにアクイレイアの総大司
教を務めたヴォルフガー ・フォン ・エルラなる人物を登場させ、この宮廷における文学活動の
具体例としてヴァルターの歌謡とその受容を紹介 した。
　 ドナウ河流域、とくにパ ッサウ司教区では、すでにハプスブル ク家が興る以前に、きわめて
活発な文学活動が認められたことに関 しては、文学史上い くら評価 しても過ぎることはない。
その意味でも、クナップが提示 した司教区による記述ははなはだ魅力的であ り、かつ刺激的で
ある。 しか し、この文学現象をオース トリア文学史のなかで正 しく位置づけるには、すなわち
バーベンベルク家ののちにこの地域を支配することになるハプスブルク家の時代にこの現象が
どのように継承されたのか、またオース トリア意識なるものの成立過程でどのような展開を遂
げたのかを明らかにするには、さらなる検証と記述が求められるであろう。
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